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青少年赤十字部門の大会は、２年前に
開催された青森大会に続いて２回目の開
催になります。「健康・安全」「奉仕」
「国際理解・親善」の実践目標のもと、
各校での取り組みを披露する「研究発表
・活動報告」、県外・県内の参加者が戦
争と平和について一緒に考え意見交換を

する「協議会」、５つの講座のうち１つを選んで研
修する「一緒にボランティア研修」、参加者同士交
流を深める「交流会」、「夕べのつどい」などを予定
しています。大会の最終日には、名古屋第二赤十字
病院国際医療救援課長の伊藤明子氏による講演会を
行います。

※総合プログラムより転載

日 程

■７月３１日（火）
開 会 式 １４：００～１４：４０
研究発表 １４：４０～１７：１０
交 流 会 １９：３０～２０：３０
■８月１日（水）
協議会・全体会

９：００～１２：００
ボランティア １３：３０～１７：００
夕べのつどい １９：００～２０：３０
■８月２日（木）
講 演 会 ９：００～１１：００
閉 会 式 １１：００～１１：３０

青少年赤十字
サン・レイク
（島根県立青少年の家）
出雲市小境町１９９１－２
TEL ０８５３－６９－１３１６

７月３１日（火）～８月２日（木）

大会イメージソング「明日へ」を手話コーラスで披露

開
催
内
容
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日 程

７／３１（火） ～JRCの仲間意識を深めよう～

●開会式
●研究発表・活動報告

学校・団体名 発表題目
岡山県立東岡山工業高等学校 岡山県高等学校青少年赤十字協議会 活動報告

島根県高文連 JRC部門出雲ブロック
（飯南高等学校、出雲商業高等学校、出雲西高等学校、出雲
農林高等学校、大社高等学校、大社高等学校佐田分校、大東
高等学校、平田高等学校、三刀屋高等学校、横田高等学校）

いのちにやさしい環境作りをめざして
～斐伊川水系の現状から私たちが気づき、考え、実行
したこと～

青森県チーム
（青森山田高等学校、青森高等学校、八戸東高等学校）

命をつなぐ連鎖の環（初期手当ての重要性）

身延山高等学校 身延山高等学校の JRC活動について

島根県高文連 JRC部門石見ブロック
（江津工業高等学校、大田高等学校、川本・島根中央高等学
校、邑智高等学校、浜田高等学校、益田産業・翔陽高等学校）

和木市民と日赤の救助活動

静岡県青少年赤十字
（島田高等学校、大井川高等学校）

私たちの見たベトナム

山梨県立石和高等学校
気付き、考え、行動する、私たちにできるボランティ
ア活動

長野県豊科高等学校 もっと自由に安心して町に出てもらうために
福島県立郡山商業高等学校 福島県における JRC活動について

●交流会
図形を身ぶりのみで伝えるゲーム、青少年赤十字クイズ、方言クイズ

８／１（水）～気付き、考え、行動する～

●全体会・協議会
「平和の樹に花を咲かせよう～私たちにできること～」
講師：日本赤十字社島根県支部事業推進課長 澤田和憲氏

●一緒にボランティア研修
ヨシ植栽のための竹ポットづくり、救急法、手話講習会、要約筆記学習会、レクリェーション
● 夕べのつどい

８／２（木）～青少年赤十字の旗の下でまた会おう～

●講演会
「命を守るということ～赤十字の国際活動を通して～」
講師：名古屋第二赤十字病院国際医療救援部救援課長 伊藤明子氏
●閉会式

展 示

・日本赤十字社島根県支部によるパネル展示
・青森県青少年赤十字活動紹介
・島根県高文連青少年赤十字部門出雲ブロック展示

ひ

部門大会テーマ 「全国へ広がれ 青少年赤十字の灯～島根からの発信～」
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